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研究成果の概要（和文）：エチオピアにおける民族連邦制という政治システムと、開発による高度経済成長とい
う経済面の相互依存性と矛盾を、北部ティグライ州から、アムハラ州、オロミア州、南部諸民族州にかけての政
治と開発の現場を検証することで、具体的に明らかにした。政権の中枢にあるティグライ民族解放戦線に主導さ
れ、政治と経済が密接に絡まり合って成長をもたらしたティグライ州、政権の中枢から滑り落ち不満の溜まるア
ムハラ州、伝統文化を活性化させ、独立志向を強めるオロミア州、大規模開発が行われ現地住民が生活の場を奪
われたり、そこで新たな生業を開始する南部諸民族州と、政治からの距離によって、開発の様相も異なっている
ことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This project explored the relationship between ethno-federalism and economic
 development in Ethiopia by investigating different regions such as Tigray, Amhara, Oromia and 
SNNPR. Politics of ethno-federalism and economics of development are interdependent but 
contradictory, and different results have been observed in each region. In Tigray region, politics 
and economics have been intermingled by TPLF which had led the politics of Ethiopia government till 
2019. In Amhara region, dissatisfaction of people has been accumulated due to the dismantle from the
 position of ruling ethnic group after 1991. In Oromia region, people intend toward independence by 
activating "traditional political system." In SNNP region, some groups seceded from the region, and 
made new regions. In peripheral area, some groups have been enforced to be displaced from their 
territory due to the establishment of plantations, and other groups have adapted to a new 
environment by creating allocation system of resources.

研究分野： 文化人類学

キーワード： エチオピア　開発　資源　重層的ガバナンス　民族連邦制

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
エチオピアは2000年代半ばから2020年頃まで、年10%前後の高度経済成長をなしとげた。これは世界的に見ても
トップクラスの成長率である。他方で他のアフリカ諸国とは異なり、エチオピアにはこれといった輸出向けの地
下資源がない。いかなるやり方でこのような経済成長が可能になり、それはエチオピアの民族連邦制という独自
の政治システムとどのような関係があるのかを明らかにすることは、開発途上国の経済開発を考える際にも新た
な発見をもたらすものであり、また政情が不安定な東アフリカの政治状況を考察する際も、重要な知見をもたら
す。そのような意味で、この研究は大きな学術的・社会的意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
第三世界における開発の人類学的研究は、開発主体である国家や企業・国際機関と、開発の

対象となる草の根の地域住民の対立や交渉を描いてきた。だが現代において、開発に関わる主
体は単一ではなく、また地域のアクターも一枚岩ではない。開発には多様なアクターが関与
し、水平・垂直的な対立・依存関係のもとで新たな資源管理のシステムを形成している。 

エチオピアでは1991年以降、ティグライ人中心のエチオピア人民革命民主戦線（EPRDF）
政権が、政治では民族連邦制を、経済では開発主義政策をとってきた。民族連邦制はそれまで
のアムハラ人中心の中央集権国家を解体し、各民族の自治独立権を認めることで、新生エチオ
ピアの政治体制とEPRDFへの政権移行を正当化した。開発主義は、経済成長の果実を各州に分
配することで、分離主義に向かう各民族をつなぎ留め、連邦の解体を防いできた。だがこの政
治・経済体制は、政治的民族意識の高まりと累積する貿易赤字のため、困難に直面している。 

2000年代になるとこの民族連邦制によって「民族」が政治経済的な資源分配の単位となり、
草の根レベルで政治化した民族意識が広く浸透した。2016年には、ティグライ人が国家の資産
を独占しているという疑念が広まると、最大民族オロモ人やアムハラ人による全国規模の暴動
が起き、政府は非常事態宣言に追い込まれることになった。その一方で地下資源の乏しいエチ
オピアは、海外からの援助を国内のインフラ建設に投資することで経済成長を促進してきた
が、それは毎年多額の貿易赤字を産み出し、持続的な経済成長を不確かなものとしている。 
 
２．研究の目的 

エチオピア政府はこれらの困難に対処するために、経済構造を輸出主導に転換することを目
指し、国内外の資本を導入することで資源開発を加速している。開発に関わるのは、その地域
の在来諸集団をはじめとして、エチオピア中央政府／州政府・多国籍企業／国内企業・国際
NGO／国内NGOなど、多様な諸アクターである。地域で自給的に利用されていた資源が、市
場経済に投入される資本・商品となることで、エチオピア各地においてローカル・リージョナ
ル・ナショナル・グローバルという多様なレベルにあるアクターが関与する複雑で重層的な資
源ガバナンスのシステムが形成されつつある。この重層的ガバナンスの構造と動態、地域的変
異を明らかにするのが、本研究の狙いである。すなわち、国家の開発政策の流れの中で、国内
各地域において①何が「資源」として見出され、②その開発・管理には、どのようなアクター
がかかわっており、③異なったレベルにある諸アクターが、資源ガバナンスにおいていかなる
重層的システムを形成しつつあるのかを明らかにすることが、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 

本研究が扱う重層的ガバナンスのシステムは、開発を主導する政府や企業と地域住民が同じ
民族に属し、いち早くシ
ステムを構築したティグ
ライ州、人口稠密で土地
よりも労働力の開発がめ
ざされるアムハラ州とア
ディスアベバ特別区、そ
して開発の主導者と地域
住民が全く異なる文化的
背景をもつオロミア州や
南部諸民族州では、異な

地域 プロジェクト 関与するアクター 調査者 

ティグライ州 プランテーション 企業／州政府／現地農民 眞城 

アムハラ州 稲作栽培 企業／州政府／現地農民 児玉 

アディスアベバ 保健医療サービス 連邦政府／保健普及員／市民 西 

オロミア州 女子教育 NGO／州政府／現地農民 利根川 

オロミア州 商業牧畜他 NGO／企業／州政府／牧畜民 田川 

南部諸民族州 再定住政策 州政府／移住農民／現地農民 藤本 

南部諸民族州 プランテーション 企業／州政府／移住者／農牧民 宮脇 

南部諸民族州 プランテーション NGO／連邦政府／企業／農牧民 佐川 



った展開を見せている。各調査者は、独自の社会的特徴をもつ各地域の資源開発の現場で現地
調査をすることにより、それに関与する多様なアクター間で、どのような資源の重層的ガバナ
ンスが形成されているのかを明らかにする。さらに日本における研究会で、それぞれの調査結
果を持ち寄り、地域ごとのガバナンスの特徴と相違、エチオピアの開発政策との関連について
検討を行う。 
 
４．研究成果 
 2019 年に始まったコロナの流行と、2020 年に始まったエチオピアの内戦により、いくつかの
地域では現地調査の中断を余儀なくされた。また政権党 EPRDF からの中核的政治組織である
TPLF の脱退と、新首相アビィ・アハメドによる繁栄党の結成、さらに下野した TPLF とエチオ
ピア政府間の対立と内戦の勃発は、当初の分析枠組みを再考させるものとなった。 
 この様な事情のために、ティグライ州やアムハラ州など、現地調査を断念せざるを得なかっ
た地域もいくつかあった。そのためこのプロジェクトの研究成果は、断続的に行われた現地調
査に加え、文献をサーベイすることによって、1991年から2018年まで続いたEPRDF政権下の
エチオピアの政治・経済システムを総括・分析し、かつそのあとを襲ったアビィ・アハメドに
よる現政権の今後を予想することとした。そして30年におよぶEPRDF政権下における各地域の
政治・経済の在り方を、資源管理に焦点を当てつつ検討するものとした。具体的な研究成果
は、『科学研究費基盤研究B 経済開発と資源の重層的ガバナンスに関する人類学的研究－エチ
オピアの事例から－報告書』という報告書の形で刊行した。なおこの報告書の執筆者は、本科
研プロジェクトの研究代表者・分担者だけでなく、他のエチオピア研究者も連携研究者として
参加している。本報告書の内容は下記のとおりである。 
 「第1部 民族連邦制と各社会領域」では、エチオピアという国家における政治体制としての
民族連邦制、および経済政策としての開発主義の歴史と相互の関係について論じ、さらのその
政治経済体制が機能するようすを、保健・教育・市民社会という観点から分析している。「第
1章 序―エチオピアにおける「民族連邦制」と開発主義」（石原・眞城・宮脇）では、エチオ
ピアの政治体制の変遷、EPRDF政権のとる民族連邦制の仕組みとその問題点、さらに民族連邦
制と開発主義政策の間の相互依存性と矛盾について述べている。「第2章 エチオピア憲法にお
ける民族連邦制の検討」（児玉）では、エチオピア憲法における民族連邦制の位置づけについて
分析している。「第3章 社会セクター ―保健医療と教育―」（西）では、EPRDF政権下におけ
る保健医療政策と職業教育の拡大、保健医療を通した国家支配と国民にとってのその意味につ
いて分析している。第4章 エチオピアにおける市民社会スペース ―メディアおよび NGO セ
クターの状況から―」（利根川）では、EPRDF政権下でのメディアの統制と、NGOの活動を規
制する立法措置について論じている。 
 「第2部 民族連邦制と各州の経験」では、第1部で分析したEPRDF政権下の民族連邦制とい
う政治体制と、開発主義という経済政策が、地方社会にどのような影響を与えているのかを分
析している。ティグライ州はEPRDF政権の中枢を担ったTPLFの出身地域であり、TPLF主導
の政治・経済改革がもっとも強力に推し進められた地域である。「第5章 EPRDF 政権下のティ
グライ州の経験」では、TPLFの歴史をたどった後、TPLFによる州行政と政府系NGO、ティ
グライ復興基金とティグライ資本について分析を行い、政権中枢にあったTPLFと「市民組
織」の形態をとる政府系NGO、そしてTPLFと密接な関係をもつ民間企業の在り方を報告して
いる。 

オロミア州は、デルグ軍事政権期までは、北部のエリトリアやティグライにくらべて、政治



的なまとまりはそれほど強くなかった。だがEPRDF政権期になると、オロモ人アイデンティテ
ィの強化が急激に進み、ティグライ人中心のEPRDF政権に対する抵抗も、非常に強くなった地
域である。「第6章 オロモ民族主義と民族連邦制 ―オロモ民族主義の過去・現在・未来―」
（石原）では、帝政期および軍事政権期におけるオロモの政治的な位置について述べたのち、
EPRDF政権期の民族連邦制下におけるオロモ語の公用語化およびオロモ文化の復興と、排外主
義的な民族ナショナリズムの高揚について論じている。「第7章 文化政策におけるガダ体系」
（田川）では、オロモの一部である南部の牧畜民ボラナで維持されてきた伝統的な年齢階梯シ
ステムであるガダが、オロモの民族文化復興の流れの中で、いかにオロモ文化を象徴するもの
として政治的に再興・利用されているのかを報告している。「第8章 国家への集合的トラウマ
とその反動 ―エチオピア南東部アルシにおける EPRDF 政権下で「見せしめにされた者た
ち」の語りと経験に焦点をあてて―」（大場）では、オロモの一部であるアルシにおいて、エチ
オピア帝国からEPRDF政権に至る歴史の中で、国家に弾圧された人々の語りに見ることのでき
るトラウマ的体験に焦点を当てて分析を行っている。 

南部諸民族州は、エチオピアの中でももっとも州の中の民族数が多く、州内部の分離主義的
な動きが活発な地域である。またエチオピアの政治的中枢を担ってきた高地人とは文化も異な
り、帝政期から現在に至るまで、エチオピア国内でも政治経済的に周辺化されてきた地域でも
ある。「第9章 新たな州の創設と自立に向けた動き ―南西エチオピア諸民族州の事例―」（吉
田）では、南部諸民族州の歴史と、民族連邦制下においてそれがはらむ問題を、南部諸民族州
からの南西エチオピア諸民族州の独立に焦点を当てて論じている。「第10章 周辺民族にとって
の国家の諸相 ―西南部の農耕民マロと EPRDF 政権を中心に―」（藤本）は、政治経済的に周
辺化された農耕民であるマロの国家との関係の歴史をたどった後、その近辺で開始された再定
住化計画やダム開発がマロ社会に及ぼす影響について報告している。「第11章 新たなコモンズ
と資源管理システムの生成 ―エチオピア西南部農牧民ツァマコの事例から―」（宮脇）は、
1990年代の農牧民ツァマコのテリトリーに作られた綿花プランテーションとツァマコの間の交
渉と、2010年代に始まったプランテーション周辺でのツァマコによる灌漑農耕システムの形成
について報告している。「第12章 牧畜社会の経験 ―EPRDF 政権下におけるダサネッチの窮状
―」（佐川）では、オモ川の季節的氾濫に依存してきた農牧民ダサネッチが、オモ川に建設され
たダムと、下流に作られたプランテーションによって伝統的な生業を奪われ、新たな生活へ適
応を強いられている現状と、そのような状況にダサネッチたちがどのように対応しようとして
いるのかを報告している。 

この報告書に納められた諸論考は、日本ではまったく触れられることのなかったエチオピア
国家の政治経済システムの分析と、それを背景とした各地域の多様な状況の分析を行っている
という点で、エチオピア研究だけでなく、アフリカ研究全体にとっても重要な貢献をなしてい
る。また発展途上国における開発主義と民族問題、そして強権的国家による支配という世界で
も多くの地域で生じている問題を具体的に分析の対象としているという点において、文化人類
学だけでなく、地域研究一般にも貢献するだろう。 

なお本報告書の執筆者たちは、現在この報告書をもとに、書籍の刊行を目指してさらに内容
をブラッシュアップしている。また日本語書籍だけでなく、英文書籍も刊行ができれば、世界
的な貢献にもなるだろう。 
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